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カナ ダ ◎ ケ ベ ッ ク問題
- メ - ヴ ェ ル ｡ フ ラ ン ス から レ フ ァ レ ン ダム まで -
古川 和美
ケ ベ ッ クは､ カ ナダで フ ラ ン ス 系カ ナダ人 が多数派を形成する唯 一 の 州1で ､ 1 7世紀
からフ ラ ン ス の 植民地ヌ ー ヴ ェ ル ｡ フ ラ ン ス として発展した2 . 176 3年の パ リ条約3
で イギリス 領にな っ たあとにもイ ギリス 系カナダに同化しない よう､ ｢わた しは覚えて い
る Je m e s ou vie n s+ と い う標語4に もあるように ､ フ ラ ン ス 革命前の フ ラ ンス の 制度や
カトリ ッ ク信仰､ フ ラ ン ス 語 ｡ 文化 ｡ 社会の残存5をはか っ て きた｡ こ の ような過去の ケ
1 プレ の初期作品が発表される少し前､ 1 9 5 1年の 国勢調査で は､ ケ ベ ッ クの人口 のL約8 2パ
ー セ ントがフ ラ
ンス系の出自で あるo 1 9 9 1年の 国勢調査でも ､ ケ ベ ックではフ ラ ンス語が母語か母語の 一 つ であると回答 した割合
は約82 パ - セ ン トで 放とん ど変化がない . こ れに対 してカナダ全体で フラ ンス語を母暦か母音の 一 つ である と回答 し
た人の割合は約2 5パ ー セ ン トで ある ｡ またケ ベ ッ ク の フ ラ ンス語が母語であるか母語の - つ である と回答 した人 口は
カナダ人の同じ条件で回答 した人口の 9 1パ ー セ ントを占める ｡
2 1 5世紀頃からヨ ー ロ ッ パ の 探険家たちが現在の カナダ領内を探険 して い たが､ フ ラ ンス王 フ ラ ンソワ ー 世
Fr a nぢOisler の命をうけたジャ ック ･ カルテ ィ エ C a rtie r, Ja cqu e1494-15 5 4が153 4年に本格的にカナダを探
険し､ 植民地建設を開韓 した｡ 1 6 0 8年にはサミ ュ エ ル ･ ド ゥ ･ シャ ン プ レ ー ン Sa m u el de C ha mplain, 1 5 7 0-
16 3 5がケベ ッ クに上陸 して い る｡ 1 6 6 1年にはルイ1 4世の 重臣ジャ ン ･ パ テ ス ト コ ル ベ ー ル Colbc rt, Je a n-
Baptiste , 1 6 1 9
- 1 6 8 3 が ヌ ー ヴ ェ ル ･ フ ラ ン ス No tl V elle Fr a n c e (または N e w Fra n c eともい う現在の ケ ベ ッ
ク州に含まれる地域) の行政長官になり､ 1 6 6 3年には ニ ュ ー フ ラ ン スは王領にな っ た｡
3 七年戦争 (1 7 5 6- 1 7 6 3) と北米 ･ イ ン ドで の 植民地戦争の講和条約｡ 北米で の戦争はフレンチ ･ イ ン
デ ィ アン戦争 と呼ばれる ｡ イギリスが圧勝 し､ ヌ ー ヴ ェ ル ･ フ ラ ンス とミシシ ッ ピ川以東のルイジアナがフ ラ ン ス領か
らイギリス領にな っ た｡
4 エ ー ジ ェ ン - エ チ エ ンヌ タシ ェ Eugとn e- Etie n n eT a ch i が18 8 3年に つ く っ た標語 ｡
5 ケ ベ ッ クはイギリス領になっ たが､ ヌ ー ヴ ェ ル ･ フ ラ ンス (ニ ュ ー ･ フ ラ ンス) にたいするイギリス の同化政
策は成功 しなか っ た｡ 1 7 9 1年のカナダ条例でイギリス額にな っ た後に形成された地域 (現在の オ ンタリオ州に含ま
れる) をア ッ パ ー ･ カナダ up pe r c a n ada と して ､ ニ ュ ー ･ フ ラ ン スにあたる地域をロ ワ ー ･ カナダ Low e r
Ca n ada と して ､ それぞれに行政 ･ 立法機関の設立を認め､ これを分離して しま っ た｡ そ の結果 ､ フ ラ ンス 領時代か
らの市民法をはじめとする伝統は､ 残存するこ とにな っ た｡ そ の後の英系に同化させ ようとする本国の努力もむなしく､
そ の 言語 ･ 文化 ･ 社会で の 独自性は1 8 6 7年恵法におい ても認められ､ 第1 3 3条の英仏譜の二言語主義を認める条
項で ケベ ックは､ 初めて フ ランス 語使用をケベ ックと連邦政府のかかわる範囲で公に認められた｡ しかし実際は､ こ の
条項はケ ベ ックではケ ベ ックの 英語話者の権利を守るために適用され､ ケ ベ ック州の フ ランス語缶者の権利やケ ベ ック
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ペ ッ ク の フ ラ ン ス 系社会を特徴 づ けるの 臥 フ ラ ン ス 語とその文化､ 制度に基づく農村社
会を理想として い る点､ そ の ような理想と密接に かかわりなが らカ トリ ッ ク教会 の も つ 多
大な影響力を持 っ て い る点と､ 民主主義に たい して根深い不信 の念を持 っ て い る点で あ る｡
しか し実際臥 1 8 4 0年代までケ ベ ック の 知識人支配層臥 反教会の立場をと っ て い た｡
と こ ろ が､ ブ ー ジ ェ 司教 Bo uget, Ign a c e. 1 7 9 9- 1 8 85 Bishop of Montr e al, の 刷新
運動､ と◆りわけ1 870年代からの ブ ー ジ ェ 司教とラ フ レ シ ュ 司教 Laflache
,
Lo uis -
Fr a n c ois ･ 1 8 1 8-1 8 9 8
,
Bishop of Tr ois - R ivier e の 活動により､ ケ ベ ッ クはカ トリ ッ ク
信仰の行き渡 っ た地域とな っ た ｡ そ して ケ ベ ッ クの 司教臥 宗教的指導者と して内政の指
導者で ある総督と並び､ 教会が国家にかわ っ て 福祉 ･ 教 部 の領域を管轄するほどにな っ
た7o こ の よう に多大な権力を公に認められたカトリ ッ ク教会 の聖職者の職は､ あ ら ゆる
階層の 人 々がな るこ とがで き､ 聖職者の生活が賛沢に流れ て も､ 非難の矢面に立たされる
こ とも滅多になか っ た｡
ケ ベ ッ クで聖職者たちが積極的に フ ラ ンス 語をはか り､ フ ラ ンス 系佳民がカトリ ッ ク を
信仰 し､ フ ラ ン ス語 を堅持した結果､ 英系プ ロ テ ス タ ン トの多い 北 アメ リカ で その独自
性は強靭されるようにな っ た｡ カ トリ ッ ク教会臥 ケ ベ ッ クの文化的残存と密接に結び つ
い た o その 影響力は宗教上ばかりで はなく生酒全般に及び､ カ トリ ッ ク教会の教義が､ ケ
ベ ッ ク社会 の あ らゆ る酒動に適用された｡
ケ ベ ッ ク の カ トリ ッ ク教会にと っ て 理想的なキリス ト教社会披､ 家族､ 教区､ 学校9か
ら成り立 つ ､ 農村的なも の だ っ た｡ 大家族を形成し､ ヒ エ ラ ル キ ー を成して い なけれ ばな
州外の 少数派であるフ ラ ン ス 語話者の権利を守るようには連用きれなか っ た○ 連邦におい ては司法機 関でフ ラ ンス語で
口頭弁論をしたり､ 連邦議会で フ ラ ン ス 語で の発言や立法も可とするもの で あ っ たが､ 行政サ - ビスや学校教育に披こ
の条項は適用されなか っ たし､ 適用されるにしてもそ の 範囲は中央に限られ､ フ ラ ンス 語をカナダ全体で守る とい う姿
勢は薄か っ た｡
6ケベ ックで は1 8 7 5年に公教育省が廃止され､ 1 9 5 8年に青年省が実質的な教育行政機関にな っ たもの の ､
1 98 4年まで約9 0年間教育省は設置きれず､ 教育行政は公教育評議会を二 つ の宗派別委員会に分け､ 片方 はカト
リ ック評議員で構成きれ､ プ ロ テ スタ ント評議員で構成されており､ それぞれ別個に教育行政を行 っ た｡ またカトリ ッ
ク評議員にはケ ベ ック の 司教全員がなり ､ 教育はきわめて宗教色の強い 屯の にな っ た｡
7 ケ ベ ックがフ ランスの 王領になっ た頃に開設された最高評議会にも総督 ､ 5人の評議員と並んで ､ 司教が参加
してい た｡
8 1 9 91年の国勢調査でも､ 移民が増えて宗教の多様化か進んだとはいえケ ベ ックの カトリ ック信者は全人口
の 8 3パ ー セ ントを占める o これにたい してプ ロ テスタントの人口は6パ ー セ ントに しか満たない ｡ カナダ全体では､
カトリ ックは45パ ー セ ン ト､ プ ロ テ スタントは3 6パ ー セ ントで ､ い かにケ ベ ックのカトリ ック信仰が強か っ たかわ
かる ｡
9 教育に関しては18 6 7年恵法第9 3条で ､ 教育に関する法を制定するの 馴 ､lであると規定 し､ 州内 の宗教的
少数派の学校を守るために宗派別学校に関して は特権や権利を無宗派学校に比 して減らすこ とを禁止した｡
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らなか っ た ｡ 父親が絶対的な支配者で あ っ て ､ 妻吐従属的な地位に置かれ ､ 多産が奨励さ
れ ､ 離婚や妊娠中絶比例外なく禁止10された｡ 教区は､ 宗教上 の も の とされ つ つ も ､ 社会
生活はすべ て この 教区中心に営まれる べ きだとされ た｡ それ ゆえに､ 教区 の聖職者は､ 家
族にお ける父親の ように､ その 共同体の 長とされ ､ 宗教以外の事柄にも幅広く関わ っ た｡
学校は ､ キリス ト教徒を育成す べ く家族や教区の教育を補完拡充す るもの と考えられた｡
学校教育の 目的も､ カ トリシ ズム の価値体系を浸透させ､ キリス ト教的美徳を実践する こ
とで魂を救済する こ とにあ っ た ｡ カ トリ ッ ク の原則に即 しない教育は教育とはされなか っ
た . 高等教育の中心披古典研究で ､ 社会で経済活動をするに披不適切だ っ た｡ ケベ ッ クの
カ トリ ッ ク の信仰を持つ フ ラ ン ス 系の 人は､ 産業化社会に対応した教育を受けて お らず､
カ トリ ッ ク教会の精神的なもの を重視する考え方が浸透して い たの で ､ 産業化の社会変動
に参入しがたか っ た｡ その結果､ ケ ベ ッ クで ､ 多数を占めるカ トリ ッ クの フ ラ ン ス 系カナ
ダ人は ､ 農業や小規模な商取引 ､ 専門的な自由業に携わり､ 少数派のイ ギリス系カナダ人
が､ 大規模な商工業に携わり､ 企業の 上層部を占めて ､ ケ ベ ッ ク経済を支配するとい う図
式11がで きあが っ た ｡
こ の ように教会を中心として営まれるケ ベ ッ クの フ ラ ンス 系社会は､ 農村的でもあ っ た｡
教会に と っ て は､ そ の ような社会が人間の本性に合い ､ その な かで 生きるこ とが有徳な生
き方だ っ た｡ 時代の状況に反 して こ の ような社会をよしとする考えは､ 第二 次世界大戦の
終わり(tt らい まで 教会に よ っ て 支持されて い たo その 後､ 教会も社会の実状にあわせ て考
えを変えて い くが ､ い まで もケ ベ ッ クが独自の フ ラ ンス 系 ｡ カ トリ ッ ク社会と して残存す
るには､ こ の ような農村社会 の ライ フ ｡ ス タイ ル を維持 しすべ きだとい う政治家もい る｡
以上 に述 べ たような文化残存の努力とカトリ ッ ク的生酒様式 へ の執着とともに､ か つ て
の ケ ベ ッ クの フ ラ ン ス系カ ナダ人を特徴づ けるの は ､ 政治 へ の 関わり方で ある｡ 市民 は､
フ ラ ン ス領時代の革命前の制度の せ い で ､ 政治に参加 した こ とがなか っ た｡ カ トリ ッ ク教
10 フ ランス領時代1 86 5年に コ ル ベ ー ル によ っ て地方長官に任命されたジャ ン ･ タ ロ ン Talon, Je a n
1 6 2 5-1 6 9 4(在職期間1 6 6 5-1 6 6 8,1 6 7 0-1 6 7 2) によ っ て推奨された早婚多産がカトリ ックの教えとあいま っ て ､ イギリ
ス領にな っ た後にも続き､ ケベ ックで は1 7 6 0年には6万5千人足らずだ っ た フ ランス 系人口が放とんど移民に頼ら
ず､ そ の 2 0 0年後の 19 6 0年代には約5 5 0万人と8 0倍以上に激増した｡ しか し､ そ の多産の伝統も1 9世紀ま
でで ､ 2 0世紀に入っ た頃には実際は低くな っ て い る｡ カ ナダ全体では1 8 5 1年には2 5 0万人だ っ た人口は11 0
年後の1 9 6 1年には1 8 0 0万人と7倍近くに増えてい る o Porte r, John (1 9 6 5). エ 山 _ . ユ止工血 沈+ +止 血
A皿且 蜘 To r o nto, O nt ario, Ca n ada : U niver sity of Tor on toPr ess. p p.
3 0-3 3.
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l lporte r, John . (19 6 5)p p. 9 ト 1 0 3, ap pend ix I.
会12臥 伝統 ･ 秩序を重んじ､ 民主主義的な理想国家の介入を嫌 っ て い た｡ こ の ような状
況 で ､ 一 部の 人 を除くケ ベ ッ ク の 大多数 の 人々13臥 自由主義的な革命思想の 影響を受け
なか っ た o また､ 北ア メ リカで は唯 一 巨大 な フ ラ ン ス 系共同体として ､ ケ ベ ッ ク の フ ラ ン
ス 系の 人々臥 自分たちの 過去に執着 して い たo こ の ような原因が重な っ て ､ イ ギ リス領
にな っ て から導入された議会制民主主義臥 ケ ベ ッ クの人 々 の 正 しい 理解を得られず､ 正
しく機能しなか っ た o フ ラ ン ス 系カナ ダ人 の指導者たち 臥 はじめは植民地総督 の独裁的
な役割に対して ､ の ちに は英系 (英語考話す人々 Anglopho ne ) による支配に対して ､
フ ラ ン ス 系集団の 利益 と宗教を含む文化的価値体系を守る手段として､ 代議制の価値を認
識したo 議会制民主主義臥 外部からの権力で ､ ケ ベ ッ クの 人々 の も の で 披な い と､ 一 般
に考えられ たo 議会臥 法を制定して ､ ケ ベ ッ ク の 人 を束縛し､ 徴税権を楯にケ ベ ッ クの
人から税を巻き上げる機関と､ 思われ た. それゆえ に､ 政府かケ ベ ッ クの 人々 から集めた
金をケ ベ ッ クの 公共事業や社会福祉に役立て ると､ 有権者はそれを政府からの特別な恩恵
や特権と思 い こ み ､ そ の政府を支持して報い たo これ を利用 して ､ 選挙の際､ 与党は しば
しばケ ベ ッ クで 票 を集めたo ま た､ ケ ベ ッ クの 人たちに臥 民主主義にた いする理解不足
に加えて ､･ 立法機関による国庫管理の原則に つ い て の 理解も足りなか っ たの で ､ 連邦政府
によ っ て 正式な手順を踏まずに予算の配分が決められ ､ 議会制民主主義の原則が破られて
も､ あ まり動じる こ とはなか っ た ｡
上で 述べ たように､ ケ ベ ッ ク で 臥 基本的に議会制民主主義があまり尊重されず守られ
な い まま に政治が行われ て きたo 1 86 8年から1 89 6年まで は､ 保守党がケ ベ ッ ク州
政権を握 っ たが､ それ以来1 936年ま で 臥 自由党政権が続 い て い た｡ ケ ベ ッ ク選出の
連邦議会議員も､ 自由党貞が18 9 1年から1 95 7年まで多数を占めた｡ しか し､ 自由
12 ケ ベ ックで杜カナダの他の州に比 べ て女性の参政権が認め られるの が遅か っ たが､ それもこの彫響である.
女性 の 参政権臥 州の参政権に関しては､ ケベ ック州では1 9 4 0年になるまで与えられなか っ たが､ マ ニ トバ州で は
19 1 6年に､ ア ル バ ー タ州､ サスカチ ュ ワン州､ ブリテ ィ ッ シ ュ ･ コ ロ ン ビア州はマ ニ トバ 州と同年ではあるが遅れ
て､ オンクリオ州は1 917年に､ ノヴ ァ ･ ス コ シ ア州は1 9 1 8年､ ニ ュ ー ･ グラ ンスウイ ツク州では1 9 19年に､
プリン ス ･ エ ドワ ー ド ･ アイラ ンド州で は1 9 22年立だ っ た○ 連邦の選挙権が与えられたの は1 9 18年で あり､ 外
部に比 べ て い かに長い間ケ ベ ッ ク州で は女性に参政権が与えられてこなか っ たがよくわかる ｡ ちなみに州の創設 臥 ケ
ベ ック､ オ ンタリ れ ニ ュ ー ･ プラ ン ズ ウ イ ヅク の 各州が1 8 67年の創設､ マ ニ トバ 州は1 8 7 0年､ ブリテ ィ ッ
シ ュ ･ コ ロ ン ビア州は18 7 1年､ プリ ンス ･ エ ドワ - ト アイ ラン ド州は1 8 7 3年､ ア ル バ 一 夕 ､ サスカチ エ ワ ン
の両州は19 0 5年だ っ た｡
13 パ ルテ イ ･ ル ー ジ ュ 1e Pa rti r o uge はケ ベ ックの自由主義者の集団で ､ 教会と対立 し､ フ ラ ンス革命鬼想
に深く影響されてい た｡
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党臥 連邦政府との関係が深く､ 連邦に協力的な政策を採 っ た｡ ま た､ 経済の 自由主義を
標模し､ 外国企業に よるケ ベ ッ ク の 経済支配 の現実に も ､ なんら有効な対抗策を講じな
か っ た o その ため､ ケ ベ ッ ク住民の自由党政府に たい する不居は募っ た ｡ そして ､ さまざ
ま な反 自由党活動が起 こ っ た o そ の ひ と つ ､ ア ク シ オ ン ･ リ ベ ラ ル ｡ ナ シ オ ナ ル
LTActio nLib 6r ale N atio n ale(A ･ L･ N ･) は､ 1 9 3 0年代はじめの自由党内部で の ､ 自由
党の経済政策と党運営に満足 せずに い た若手の左翼の運動から､ 始ま っ た｡ しか し､ ア ク
シオ ン ｡ リ ベ ラ ル ｡ ナ シオナル に実務的経験は少なく､ 実績があり実務に優れた自由党が
有利だ っ たo 保守党は､ ケ ベ ッ クで は野党で ､ 自由党に対抗で きる ほ どの議席数を得たこ
とはなか っ たo ケ ベ ッ クの 保守党披､ 連邦の 保守党から離れ て ､ 不利な地位を脱しようと
したo 保守党員だ っ たモ ー リ ス ｡ デ ュ プ レ シ Duple s sis, M au rice Le N oblet, 1 8 90-
1 9 5 91 4 披 ､ ア クシ オ ン B リ ベ ラル ｡ ナ シオナル と連合して ､ 新たな党､ ユ ニ オ ン ｡ ナシ
オナル を創設した｡ 反自由党勢力の ユ ニ オ ン ｡ ナシオ ナル は､ 1 936年政権の座につ い
た｡
ユ ニ オ ン ｡ ナシオナル は反自由党政策を掲げたも の の ､ 経済政策に関して は､ ほ とん ど
自由党の政策を引き継い だ｡ ユ ニ オ ン ｡ ナシ オナル は､ 1 9 36年に自由党から政権 の座
を奪 っ て 以来､ 1･9 3 9年から4 4年にかけて自由党が政権を振 っ た時期をの ぞけば､ 1
9 60年まで政権を握り続けた｡
デ ュ プ レシ は駆け弓憎 に長けた政治家で ､ さま ざまな政策を実行するとともに､ ユ ニ オ
ン ･ ナ シオ ナル が政権を維持で きるよう､ 施策 した｡ 経済政策に関して は､ ユ ニ オ ン ･ ナ
シオ ナ ル も､ 自由党の それ を引 き継ぎ保守的で ､ ケ ベ ッ ク で の経済発展は､ 外国企業に
頼 っ て い た｡ 労働争議に関して も､ 労働者に対 して弾圧的立場をとり､ 雇用者寄りの 立法
をし､ 1 9 4 9年の ア ス ベ ス ト ･ ス トライ キ the Asbe sto s strike の際には､ 断固と
した弾圧 を加えた｡ そして ､ 教会に支援きれたカトリ ッ ク系の労働組合と衝突する こ とに
な っ た ｡
当時､ ケ ベ ッ クは､ 自給自足 の農村社会から産業化社会に移行し､ すで に都市部に人 口
14 1 9 2 7年には出生地であるトロ ワ ･ リ ヴイ エ - ル選挙区から立法議会議員に選出され､ 1 9 3 3年には保
守党の党首にな っ て い た｡
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が集中15 して い た ｡ それ に もかかわ らず､ ケ ベ ッ クの フ ラ ンス 系の人 々 は､ カ トリ ッ ク
教会支配 の教育シ ス テ ム の せ い で ､ 産業化社会 に対応した教育を受ける こ ともなか っ た｡
そ れゆ えに､ 外国資本 の 企業で管理職に就く割合は低く､ 未熟練労働者として就業する こ
と が多か っ た16｡ 地方か ら都会に出てくる農家の 子弟17 な どは さらに教育程度も低く､
未熟練労働者18こ額り ､ そ の 父祖よりも社会的な地位は低くな っ た o そ の こ ろ か ら､ ケ
ベ ッ クで も都市部に住む移民が増加し つ つ あ っ たが､ 生活や経済活動に有利な英系の生活
様式を取り入れ ､ 英系に同化する こ とによ っ て ､ フ ラ ン ス系の 人 にくらベ る と高い地位を
得るようにな っ た19｡
教育に関して は ､ 宗派別委員会､ つ まり教会 にまか せ きりで ､ 教育行政 の ため に政府内
に 大 臣職を設置 しなか っ た ｡ よ っ て ､ ケ ベ ッ ク の カ トリ ッ ク の フ ラ ンス 系カナダ人 の 受け
る教育内容は､ カ トリ ッ ク の教義に反しない ､ カ トリ ッ ク信徒を養成する の に適したも の
で ､ 決 して産業化社会に対応 して な か っ た｡ また､ 教育費は､ 19 4 3年に義務教育が制
度化きれ ､ 翌4 4年に披義務教育の無償が制度化され るまで 臥 有料だ っ た｡ 高等教育も､
フ ラ ン ス 系カ トリ ッ ク の ケ ベ ッ クの住民 にと っ て 広く門戸が開かれて い たわ けで はない ｡
一 部の 土リ ー トに古典教育を施 して い た. 教師も聖職者であ る こ とが多く､ 1 9 5 0年に
15 1 8 7 1年にはケ ベ ック内の 7 1パ ー セ ン トの フ ラ ン ス系カナダ人が地方に住んで い たの にたい し､ 1 9 0
0年頃にはケ ベ ック の地方居住の フ ランス系カナ ダ人の人 口 の割合は約6 0パ ー セ ン トに減少 し､ 1 9 1 1年にはそ の
割合はさらに減Ji' し､ 5 0パ ー セ ントの 人口が都市部に居住 して い る ｡ (R io ux, M a r c el(1 9 9 3)･ T he D e v elop m en tof
Ide ologie s
.
in Qu ebe c･ [Su rl'6v olu tio n do sid eologie s au Qu6be c] (Ge r ald L･ Gold, Tr a m s.). In D a vid Ta r a s,
Be v e rly Raspo rich & Eli Ha ndel(E ds ･), 止 叫 (2nd
ed ･ ･ p p･ 7 2-9 1) I Sc a rbo rough, O nta rio, Ca n ada : Nels on C a n ada. (R eprinted fro m 血 皿 皿 山
也 + 叫 p p･2 6 0-2 7 9, 1 9 7 3, To r o nto , Onta rio , Ca n ada : Molt, R in ehar t 良 Win sto n of Ca n ada
L imited)(Original w o rk pub lished 1 9 6 8)･ p ･ 7 9･) そ して ､ 1 9 3 1年にはケ ベ ッ ク人口 の 6 3パ ー セ ントが都市部
に住むようにな っ て い る o (Quiin, E ebe rt F･ (19 79) ･ 皿 且+ 也 血 血 (2nd enla rged ed ･)I To r o nto,
O n ta rio
,
Can ada :U niv e r sity of To r o nto Pre s s. p.3 4.)付録2参照 ｡
1 6 マ ックス ･ ウ ェ ー バ ー の 『プ ロ テ スタンテ ィ ズム の倫理と資本主義の精神』 (1 9 89年刊､ 岩波文庫3
4 - 2 0 9- 3､ 大塚久雄訳､ 岩波蕃店) で述 べ られて い るように ､ カトリ ックはプ ロテ スタ ントに比 べ て産業化社会
に対応 しにくく､ またケ ベ ック州ではカ トリ ックの多くがカナダ内で は少数派に属 し､ 力のな い フ ラ ン ス語若者であ っ
たた 臥 ケ ベ ッ ク州外の 英系企業におい て 昇進は難 しく､ 収入も英系の人々に比 べ る と低くなり､ 子供にも高い教育を
Epf,i_i.E.ヂ出来なか っ た 捕 えに仏系の人々の地位の低下は避けられないもの だっ た｡ (po rter, John (1 9 6 5),
1 7農家の 子息のうち､ 4人に3人が都会に出てい る ｡ (Porter, John(1 9 65)･ p･ b7･)
18 フ ラ ンス系労働者の 2 6パ ー セ ン トが未熟練労働者なの に対 して ､ 英系 の 労働者は7パ ー セ ントである ｡
(Po rter, John(196 5)･, p･ 9 7･) また19 5 6年の研究では16歳のカトリ ックの少年の 4分の - が学校に在籍 して い る
にすぎないが､ プ ロ テスタントの 子息はそ の 2倍の割合で学校に在籍 してい る｡ 初等教育に つ いて の19､5 3年の研究
ではカトリ ックは6 1パ ー セ ント､ プ ロ テスタントは8 3パ ー セ ントの子供が受けて い る o (po rter, John (19 6 5)･
p.1 6 9.)
1 9porte r, John(19 6 5). p.54 .
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は公立学校で半分 の教員が､ 私 立の コ レ ー ジ ュ で 辻9 0 パ ー セ ン トの 教員が ､ 聖職者だ っ
た｡ ケ ベ ッ ク の フ ラ ン ス 系の 人々 の教育は､ 宗派別委員会に教育行政や教える内容をまか
せ ､ 聖職者が教師に なるな ど､ カ トリ ッ ク に深 く影響されて い た｡ そ して ケ ベ ッ クの産業
化社会に適応で きない 若者を つ くり出した｡
前述したように､ 教育が実生活で生 きて い くの に役立たない の で ､ フ ラ ン ス 系カ トリ ッ
クの 生徒の学校離れも ､ 英系 の 生徒よりも早か っ た｡ 1 4歳の義務教育修了後､ 未熟練工
と して都市に流入する若者は多か っ た20｡ こ の よう に して ､ 英系の 人々 との経済的な格差
や生活水準 ･ 教育水準の格差が 一 段と顕著にな っ た｡ 第二 次大戦後ケ ベ ッ ク の フ ラ ン ス 系
の 人々 披 ､ その 格差 を認識しは じめ ､ それ を解消し､ ケ ベ ッ クの社会を北米の他の社会と
同 じよう に しよう と､ 考え始めた｡
やがて ､ ユ ニ オ ン ｡ ナシ オナル政権下で ､ 前述したよう に､ 政治的腐敗が表面化 した｡
与党を支持する地域としない 地域で は処遇に差をもうけるなどの差別や選挙違反が､ 公然
と行われながら､ 批判はあまりされ なか っ た ｡ その 理由に ､ そもそも政権を握 る政党が常
に ユ ニ オ ン ･ ナシオ ナル で あ っ たの に加えて ､ 教会とユ ニ オ ン ｡ ナ シオナル が結束 して い
たこ とや ､ ユ ニ オ ン ･ ナシオナル は連邦に反発する の で ､ 連邦で政権を握る こ ともある自
由党よりは､ ケ ベ .tyク の ための政策を実施するだろうとケ ベ ッ ク住民が考えて い た ことが
あげられる｡ しかし､ つ い に 19 5 8年の連邦選挙で ケ ベ ッ ク州の自由党が破れ､ 連邦で
活躍して い た自由党の政治家たちが ､ 州の政治に参加し始めたo 1 959年に ユ ニ オ ン ･
ナシオ ナル を支えたデ ュ プ レ シが死去 し､ ユ ニ オ ン ｡ ナシオナル の なかで は唯 一 デ ュ プ レ
シ の 言 い なりで なか っ たソ - ヴ ェ Arthu r Sa uvi が跡を継(o がす(, に死去､ 1 960
年には自由党が州政権の座に返り咲い た｡
こ の 1 9 6 0年自由党政権誕生を契機として始ま っ た政府主導の ケ ベ ッ ク社会 の大改革
l
が､ ｢静かな革命+ で ある ｡ ｢静か な革命+ 臥 それまで の政府が放置して きたこ と､ 例
えば外国資本によるケ ベ ッ ク経済支配､ 教会による教育支配､ な どをケ ベ ッ クの 人々の 手
に取り戻すため革新的な改革を行 っ た｡ 企業の国有化を図り､ 教会主導で効率的で なか っ
た教育を教育大臣を設け､ 産業化社会に適合させ た｡ またケ ベ ッ ク州の地位､ フ ラ ン ス 系
カナダ人 の独自の地位を主張し始め､ 連邦政府内に19 63年には 二言語二文化王立審議
会を設置させ ､ 1 9 7 0年には公用語と して フ ラ ンス語を認めさ せ るな どの動きに発展さ
せ た｡ 憲法論争も こ の時期にその腔芽を見る こ とがで きる｡
20 po rte r
,
John(19 65)･ p･1 6 8- 1 7 3･
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付論
1 99 5年 1 0月3 0日 ケ ベ ッ ク ｡ レ フ ァ レ ン ダ ム
カナダの ケ ベ ッ ク州で ､ 二 度目の レ フ ァ レ ン ダム (州民投票) が19 9 5年10月 3 0
日に行われたo ケ ベ ッ クは従来通りカナダに と どまる こ とが決定されたも の の ､ カナ ダ独
特の イ ギリス 系 とフ ラ ン ス 系の関係を中心にさまざまな問題がカナダに存在する こ とが明
らかに な っ た ｡ それ らの 問題を考えるために､ まずケ ベ ッ ク州で レ フ ァ レ ン ダム が行 われ
る理由を考察 し､ 次に､ 当時の新聞 † 雑誌の記事を参考に しなが ら､ レ フ ァ レ ン ダム の 周
辺 で問題とな っ て い た こ と を取 り上げた い ｡ そ して ､ 今や多民族 ｡ 多文化国家とな っ たカ
ナダの抱える問題が､ か つ て の イ ギリス 系 ･ フ ラ ン ス 系の 人 々 の対立とい う構図から､ さ
らに拡大し､ 複雑 にな っ た こ と を示 したい ｡
ま ず､ レ フ ァ レ ン ダ ム の行われる理由を考察する際に考えなければならな い の は､ レ
フ ァ レ ン ダム で なにが問われて い るかで ある｡ それ に対する答えは､ ｢ケ ベ ッ クの 未来と
1 9
■
9 5年6月 1 2日に署名された協定を尊重する法案の範囲内で ､ ケ ベ ッ クが新たな経
済的 ｡ 政治的パ ー トナ ー シ ッ プ をカナダに正式に申し入れた後に､ ケ ベ ッ クが主権を持つ
こ と にあな たは同意しますか｡ + (資料1参照) とい う ､ 英語で なら4 3語､ フ ラ ン ス 語
で な ら4 1語の文章で ､ 同じように主権獲得をめざした前回の レ フ ァ レン ダム の質闇 (資
料2参照) に比 べ て非常に短い ｡ 問われ た内容は､ ケ ベ ッ クが主権を持つ こ とに賛成する
か否か で ある｡ しか し､ それ に付け加わ っ て い る条件､ カナダと の 経済的 ｡ 政治的パ ー ト
ナ ー シ ッ プ を申 し入れ る こ とが ､ 主権 を持つ ､ つ まり､ カナダからの分離 ･ 独立 を意味す
る提案をまるで そうで 披な い かの よう に思 わせ て い る . 1 9 9 5年6 月1 2日の協定21や
そ の後の ケ ベ ッ ク独立主権派の政府要人たちの言葉にも､ ケ ベ ッ クが主権を持 っ た後も､
カナダ ･ ドル をケ ベ ッ クで使用 で きる こ と､ ケ ベ ッ ク州民がカナ ダ国籍を持て る こ と､ ケ
ベ ッ ク はカナダ政府に代表者を送る こ とがで きる こ とな ど､ ケ ベ ッ ク が主権国家になるな
ら認められない ようなこ とが含まれ て い る｡ 今回の 質問は､ 実際の内容で あ るケ ベ ッ クの
カナダからの分離 ･ 独立 よりも､ 主権 ･ 連合と いう 1 9 80年の前回の レ フ ァ レ ンダム の
211 9 9 5年6月1 2日にケ ベ ック党､ ケ ベ ッ ク連合､ ケ ベ ック民主行動党の あいだで結ばれた協定 ｡ そ の内容
はレ フ ァ レンダムの 目臥 主権の獲得とカナダと結ぶ ぺ き条約の内容､ カナ ダとの共同の機関､ カナダとこれらの こと
に つ い て交渉するときの委員会に つ い て の 文書である○ 主権の獲得は､ レ フ ァ レンダムで賛成票が勝 っ たのちにカナダ
との条約を締結 し､ 国民議会が独立を宣言することで達成きれる ○ カナダとの交渉は1年以内に終わらせ ､ も し交渉が
失敗に終わ っ た場合でも国民議会は独立を宣言する ｡ カ ナダと の 関係は､ 現在と殆ど変わらない 関係を結ぶ｡ 関税連合､
物資 ･ サ ー ビ ス ･ 資本 の自由な流通､ 人々の 自由な行き来､ 同じ金融政策 ･ 通貨､ 労働力の 移動､ ケ ベ ックとカナダの
二重国籍に つ い て条約を結ぶ ｡ また､ カナ ダと の 貿易に つ い ては現在の 州間貿易を強化し､ 国際貿易に つ い て はカナダ
の加入 して い るW T OやNA F T Aに加入する ｡ 防衛に関 してもN A T OやN O R A Dに参加する ｡ こ の ように殆どの点で ､ カ
ナダとケ ベ ックの既存の 関係は維持きれる ｡
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質問事項に近 い 内容に見え､ ケ ベ ッ ク の将来を決め るの に重要で あるにも関わらず､ 内容
は非常に唆昧で ある｡ 実際に ケ ベ ッ ク州民 の 間にも こ の 提案をどう解釈するかで違 い があ
るo 新聞社の調査に答えたケ ベ ッ ク州民 の 4 6パ ー セ ン トが こ の ケ ベ ッ ク州政府の提案で
杜政府の意向がは っ きりわからな い と答え､ 2 3パ ー セ ン トは主権を持 っ たケ ベ ッ ク はカ
ナダの 州の まま ､ 3 0パ ー セ ン ト近 く披主権を持 っ たケ ベ ッ ク披オタ ワ の連邦議会に議席
を持つ と して い る . そして ､ ケ ベ ッ クが主権を持つ こ とに賛成の人 々の 34 パ ー セ ン トも
が､ カナ ダに非常に強い 愛着を感じて い る と答えて い る22｡ 新聞にも､ 質問を表面だけと
らえ ると､ こ の レ フ ァ レ ンダム で賛成票が勝 っ たと して も､ 変わるこ とは (実際には大き
く変わる披ずだが)単にケ ベ ッ ク州首相の パ リゾ - の地位が州首相から国家の首相に なる
だけの ようだ､ という内容の文章 が載せ られた｡
で は､ どう してケ ベ ッ クは主権獲得 の ための レ フ ァ レ ン ダム を行い ､ なぜ その質問は唆
味なの だろうか｡ こ の 二 つ が現在ケ ベ ッ クが置かれて い る状況に関係して い るのは勿論だ
が､ 第 一 の疑問の理 由はケ ベ ッ クの 現状よりもケ ベ ッ クの歴史(資料5参照) にあり､ 第
二 の 疑問 の 理 由はケ ベ ッ クの現状にある ｡
ケ ベ ッ ク は､ 他の カナダ の地域とは異な っ た歴史を持 っ て い る ｡ ケベ ッ ク ､ むしろカナ
ダ披 ､ 17 63年まで フ ラ ン ス 領､ その後 にイギリス領とな っ た ｡ ケベ ッ ク に残されたフ
ラ ン ス 人 たちは､ ケ ベ ッ クがイ ギリス領にな っ た後もフ ラ ン ス語 ･ フ ラ ンス 文化を頑なに
守り続け､ つ い にはイ ギリス に同化を諦めさせ､ イ ギリス系 ･ フ ラ ン ス 系それ ぞれの政治
機構を持つ こ とを許させ た ｡ 当初 ､ カナダと呼ばれ た地域は現在の ケ ベ ッ ク州とオ ン タ
リオ州にあたる地域 だけで､ 平原州 はまだなか っ た｡ また､ ケ ベ ッ クの フ ラ ンス 人たち
はカナダ の他地域にあまり移住せず､ イ ギリス系の人 々 との間に住み分けが生じて い た｡
ゆえに､ 現在の ケ ベ ッ ク州にあたる地は フ ラ ン ス系の 人 々の居住する地として ､ 現在の オ
ンタリオ州にあた
■
る地はイギリス 系の 人々の住む地として ､ カナダはイギリス系 ･ フ ラ ン
ス 系の人々 の国と して考えられ て大きな矛盾や問題は生じなか っ た ｡ 1 8 6 7年憲法の発
効で現在の カナダの基礎が つ く られ たが､ 今でもイギリス系の 人々とフ ラ ンス 系の 人 々 は
｢建国の 2 民族+ だとカナダで は考えられて い る｡ 現在カナダに住む フ ラ ンス系の人々は､
フ ラ ン ス か らの移民は英領にな っ た後､ 激減し､ 現在で も少な い ままなの で ､ 多くが フ ラ
ンス 領時代に移民した人々の子孫で ある｡ 現在の ケ ベ ッ ク州の 人 口構成 (資料3参照) は
フ ラ ンス系の 人々が8 0パ - セ ン トを超えて い るの に対し､ カナダの他の地域で は こ の よ
うに フ ラ ンス 系の人々が多数派で ある こ とも､ 圧倒的多数を 一 つ の 民族が占める こ とも ､
ない ｡ よ っ て ､ 移民が続き､ 多数派を形成したイギリス系の人々に比 べ て ､ ケ ベ ッ クの フ
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ラ ン ス 系の人 々 の方 が自分たちが ｢建Egの 民族+ の - つ だ と強く主張して い る｡ ま た､ カ
ナダの中で ケ ベ ッ ク州だけが現在フ ラ ン ス 語 を唯 一 の 公用語として い る o こ の ように歴史
的にもイギリス 系の 人々 と は異 な っ た経験をし､ 現在､ その 歴史の せ い で文化 ｡ 言語 ｡ 民
族構成の面で も異な っ たケ ベ ッ ク 臥 常にそ の独自性の維持 ｡ 発展 に努めて い る｡ しか し､
こ の 努力は しばしば自民族中心主義的になり､ 特に ケ ベ ッ クが ｢独特の社会+ で ある とい
う主張 は､ 他州､ とりわ け西部諸州の反感を引き起 こ して い る ｡
ケ ベ ッ ク が自らの独自性に気づ き､ 積極的に内外 に示 し始めたの 臥 こ こ 数十年の 間で
あるo ケ ベ ッ ク は1 9 60年代の ｢静か な革命+ を経て近代化され ､ 同時に自分たちの置
かれた状況をは っ きりと認識 し始めたo そ して ､ 二 級市民 と して フ ラ ンス 語話者で ある自
分たちを認識し､ その 地位を撤回するため に さまざまな施策をした｡ しか し､ 遅 々 と して
進まぬ改革と対応の遅い連邦に対する不満も募り､ 分離 ｡ 独立 を求める声が現れた｡ 急進
派も台頭し､ 10月危機と呼ばれる事件も発生 したが､ ケ ベ ッ ク の 人々 臥 その よう な急
進派よりも穏健な分離 ･ 独立推進派を速び､ 1 9 7 6年にルネ ･ レ ヴ ェ ッ ク率 い るケ ベ ッ
ク党 を州選挙で選んで い るo こ のケ ベ ッ ク党政府 臥 1 980年5月にケ ベ ッ ク の政治主
権とケ ベ ッ ク外d)カナ ダとの経済連合 (主権 一 連合) の実現を連邦政府と交渉する権限を
ケ ベ ッ ク州政府に与えるか否かにつ い て レ フ ァ レ ンダム を行 い ､ ケ ベ ッ ク 馴 化 して カ ナ
ダにと どまる こ とが決定されたo しか し､ 一 方で フ ラ ン ス 語や自分たちの ｢独特 の社会+
へ の こ だわりは依然として あ り､ カナダの他 の州とは異なる地位を要求して ､ 1 9 8 2年
憲法 へ の不参加など､ 連邦内に物議を醸し出したり､ 問題 を引 き起こ して い る ｡
歴 史からケ ベ ッ クで レ フ ァ レ ンダ ムが行われる理由をみ ると､ そ の独自性の承認と評価
がカナダ内で十分に行われな い ために､ 主権 を持つ こ とで それ を十分に内外に 示そうと い
う 一 つ の 意図が読み とれ るo で は､ どう して 一 度目の時も今回も条件が付くの だろうかo
1 9 8 0年の レ フ ァ レ ン ダム の瞭には経済連合の構想が､ 今融ま政治的 ･ 経済的パ - ト
ナ ー シ ッ プ という構想が､ なぜ主権獲得の際にカナダとの間に必要なの で あろうか｡ 先ほ
ど弓潤 した主権獲得に賛成の 3 4パ ー セ ントもがカナ ダに強い愛着を感じて い るとい う調
査結果や､ 1 9 9 5年吐じめの頃の ケ ベ ッ ク の 人々の意識調査から､ ケ ベ ッ クの人 々披主
権を欲して 凱 ､るが同時に､ カ ナダに強い 愛着を感じ､ 主権よりもカナ ダに加入して い る
ときと同じ経済的 ･ 政治的安定を欲して い る こ と がわ かるo また ､ ポス ト 10 1法世代
とい われる､､1 97 7年以降に教育を受けた若者 臥 ケ ベ ッ ク の フ ラ ンス語 ･ フ ラ ンス 文
化が十分に保護されて い る申で育 っ て い るの で ､ ケベ ッ クの 塊状に満足しており､ 独立の
ための レ フ ァ レ ンダ ムに協調しない だろうと分析される o 大 多数のケ ベ ッ クの人 々 臥
主権獲得 へ の 賛否だけを問われたなら､ 賛成しない こ とが 予想される｡ それ ゆえに､ レ
フ ァ レ ンダムの質問には主権獲得とパ ー トナ ー シ ッ プ とい う二 つ の相 い れがたい言葉が並
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び､ 政治家の 目的とケ ベ ッ ク の 人たち の希望 を両方達成しようとして い る｡ レ フ ァ レ ン ダ
ム の質問は､ 奇妙にずらされ ､ 唆味に な っ て しま っ て い る とい うイ ギリス 系カナ ダの 非
難は的を射て い ない とは い えな い ｡
それ に して も ､ 19 9 5年吐 じめ の ケ ベ ッ ク人の意識調査で 披非常に低い 関心 (全体 の
6パ ー セ ン ト) しか集めなか っ た レフ ァ レン ダム が､ どう して実際には､ 非常に高い投票
率 ｡ 僅差で の反対票の勝利とい う結果 を生み だ しただろうか｡ こ れには､ ル シ ア ン ･ ブ
シ ヤ ー ル の独 立賛成運動 へ の参加が大きく関わ っ て い るとい われて い る o
ル シア ン . ブシ ヤ ー ルは ､ 連邦議会内の ケ ベ ッ ク独 立推進派､ ケ ベ ッ ク連合の党首で ､
か つ て フ ラ ン ス 大使を務めたこ とがあ り､ マ ル ロ ー ニ ー 内閣の時には入閣 もして い た政
治家で あ るo 1 9 90年5月の ミ - チ レイ ク協定の失敗後､ 内閣を去り､ 1 9 9 0年7月
25日にケ ベ ッ ク独立 をめ ざすケ ベ ッ ク連合を創設 し､ レ フ ァ レ ン ダム ｡ キ ャ ン ペ ー ン当
時､ 連邦議会議員と して活動して い た. ブシ ヤ ー ル は1 9 95年2月にケ ベ ッ ク州首相 パ
リゾ - の 計 画がレ フ ァ レ ン ダム で は受け入れられない こ とを見抜き､ カナダとの連合策を
つ け加 える こ とを提示し､ 今回の レフ ァ レン ダム の 質問内容に大きく関わ っ て い る ｡ また､
彼は パ リ ゾ 一 によ っ て ､ ケ ベ ッ ク独立が レフ ァ レ ンダム で決定されたときの カナ ダの他 の
地域との交渉を行う州代表者に指名され､ 賛成票獲得に大きく貢献して い る｡ 19 94年
1 2月1日に披筋炎による壊死 で左足 を失い ､ 杖を使 っ て政界に復帰して い る｡ ブシ ヤ ー
ル がケ ベ ッ クの 人々 の意見に敏感で しかも演説が上手で ある こ とはよく知られて い るが､
それに加えて今回難病を克服 し奇跡的に政界復帰 したこ とが つ け加わり､ 非常に大きな影
響力を持 つ ようにな っ た o 人種差別的発言や連邦首相に ｢不思議の国の ブシ ヤ ー ル 2 3+ と
柵掩され るような発言を しながらも､ レ フ ァ レ ン ダム後 ､ 退陣するパ リゾ - の後 を引き継
ぎ､ 19 9 6年1月 2 9日､ ケ ベ ッ ク州首相にな っ て い る ｡
レ フ ァ レンダム をめ(h るキャ ン ペ ー ンで はさまざまな問題が噴出した｡ ケ ベ ッ クの 女性､
ケ ベ ッ ク内の フ ラ ンス 系で 杜 ない 人 々 (英語話者､ 先住民､ 移民 な どの エ ス ニ ッ ク) の こ
と､ ケ ベ ッ ク州とオ ン夕リオ州の境に住む人々の不便やケ ベ ッ ク が抜けた後 の カ ナダが話
題とな っ た｡ また､ こ れを機に､ ケ ベ ッ ク自体に関心が集まり､ ケ ベ ッ ク州と他の州の 人々
の 比較も行われ､ ケ ベ ッ ク外の フ ラ ンス語教育問題 ･ フ ラ ン ス 語話者に関心が集ま っ た ｡
レ フ ァ レ ンダム運動に つ い て 臥 独立賛成派の宣伝の仕方が非難され､ また独立反対派の
動きで 披､ 内政干渉に関わる問題も生 じた.
今回の レ フ ァ レ ンダム で は､ 独立賛成派は女性票を得ようとしたが､ 女性は男性に比 べ
て独立 に賛成で なか っ た ｡ 女性は 一 番確実で利益の ある選択肢を選ぶからと エ ドモ ントン ･
2 31 0月18日 (木曜日) のケ ベ ッ クシティで のクレテ ィ ア ン の演鋭からo
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ジャ ー ナル で は分析して い る24o それ以外の 理 由に ､ 1 O月 ュ4 日の ブシ ヤ ー ル の演説が
独立賛成派の女性票獲得に大きなダメ ー ジ を与 えた こ とが挙げられ る｡ その ブシ ヤ - ル の
問題発言は以下の ようなも の で ある｡
私 たちの 国勢調査をみ ま し ょうo あ なた方 は こ の ような国勢調査をも っ と もだ と
思い ますかo ケ ベ ッ クで こ ん なに出生率が低い こ とをも っ とも だと 思 い ますか｡
( - ･) 私 たちはも っ とも子 ども の 少な い 白人種の 一 つ で す . それは全然も っ とも
で 披あ りませ ん
こ こ で 問題にな っ て い るの 臥 子 どもの 少なさ ､ つ ま り女性が子 どもを生まない の を非
難するような言葉と白人種と い う言葉で あ るo これ は女性は子供をたくさん産む ベ きだと
いう考えと白人種以外の 人種 へ の差別意識に基づく発言と考えられ､ 多くの 反論を呼んだ｡
女性に関する部分で 臥 ブシ ヤ ー ル はデイ ｡ ケ ア の よう な社会 プ ロ グラム の 必要を訴える
の に例として 出産率の低下を強調しただけと反論 して い るo しか し､ 1 94 0年にはケ
ベ ッ ク の女性は他の カナダの州とほぼ同数の 子 ども しか生 まな･か っ た事実を無視した､ ま
るで ケ ベ ッ クが最近まで 多産を維持して きたかの ような言い 方 ゆ えに､ また多産をよしと
する言い方 ゆえに､ ケ ベ ッ ク の政治家たちの本音を言 っ た だけで はない の かとい う意見が
あが っ て い る ｡
もう∵ つ の 反論臥 ケ ベ ッ クの人 々 ､ ｢私 たち+ ､ を白人種と言 っ たこ とに対するもの
で あるo ケ ベ ッ ク がか つ て ヨ ー ロ ッ パ の人 々が到来する前は先住民の 土地で あり､ 植民初
期には白人が多く入植したと 削 →え､ い まや多くの移民 を迎え ､ 白人種 だけの住む土地で
な い こ とをブシ ヤ ー ル は全く考慮に入れず､ こ れは全く事実に合致して い な い . 連邦首相
ジャ ン ･ ク レテ ィ ア ンは ブシ ヤ ー ル によるとケ ベ ッ ク人で あるには条件があるようだと非
難し､ マ イ ノ リテ ィ たちは非常な怒りを蕗にしたo それ と同時に､ 今まで 公 には述 べ られ
て こ なか っ たこ とが述べ られ たこ とで ､ 独立派の本心が分か っ たとい う声も挙が っ た ｡
ケ ベ ッ ク内には 1 1の先住民族と多く の エ ス ニ ッ ク ･ マ イ ノ
･
リテ ィ が住んで い る｡ 先住
民族に関して は (資料4参照) ､ ケ ベ ッ ク全人 口の内で占める割合は非常に少な い が ､ そ
の広大な居留地の管轄がケ ベ ッ ク州政府にで はなく､ 連邦政府にある0)で ､ ケ ベ ッ クが独
立した際にはその土地がケ ベ ッ ク州と連邦､ どちらの所有になるの かが､ 争点とな っ て い
たo とくに最近は天然資源が豊富で ある こ ともわかり､ 先住民 と州政府の意向は食い違 っ
て い る o 先住民は連邦に属すこ と を望臥 州政府による開発を望まない 一 方､ 州政府は レ
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フ ァ レ ン ダムで独立が勝 っ た場合に は先住民の 土地をケ ベ ッ ク領の 中に統合するとして い
るo そ こ で ､ そもそも先住民たち辻ケ ベ ッ ク独立 に反対し､ レ フ ァ レ ンダム をボイ コ ッ ト
する意思を表明して い たが､ 今回の レ フ ァ レ ン ダム に先立 っ て クリ - は10月 2 4日に､
イ ヌイ ッ トは26 日 に独自の レ フ ァ レ ン ダム25を行 っ た｡ その 結果 ､ 6､ 38 0人 の有権
者の う ち 7 7 パ ー セ ン ト､ 4 ､ 84 9人 が投票 し､ 3 . 7 パ ー セ ン ト (18 3票) がケ
ベ ッ ク独立 に賛成､ 9 6･ 3 パ - セ ン ト (4 ､ 6 6 6票)が反対した. ケ ベ ッ ク政府の意
向はこ れ によ っ て も覆せ なか っ たが､ 先住民 はケ ベ ッ クが統合しようとする際には世論と
国際裁判所に判断をゆだねるとして い る｡
また､ 先住民族以外の エ ス ニ ッ ク ･ マ イノ リテ ィ に関して は､ 前に引用 したブシ ヤ ー ル
の発言の ように白人 で はない 人種を排除するような言葉もその ひ とつ の現れで あ ろうが､
い ろい ろな ｢エ ス ニ ッ ク+ を 一 括りに した上で白人で フ ラ ンス 語話者と対立させるような
形で扱 っ た｡ とりわけ ｢エ ス ニ ッ ク+ の票 が フ ラ ンス 語話者の 票よりも価値が低い かの よ
うに扱われて い る こ とが問題とな っ た . また､ エ ス ニ ッ ク ｡ マ イノ リテ ィ の 大勢2 6が独立
に反対なの で ､ レ フ ァ レ ン ダム が独立反対の結果におわ っ た場合､ そ れ を賛成派が エ ス
ニ ッ ク ー マ イ ノ リテ ィ の せ い にするの で はない かと エ ス ニ ッ ク ･ マ イ ノリテ ィ は恐れて い
たo 実際に､ レ フ.7 レ ン ダム終了後､ ケ ベ ッ ク州首相ジャ ッ ク ･ パ リゾ - は､ 敗北を ｢金
と エ ス ニ ッ ク票 の せ い+ (資料1 2参照) と語 っ て ､ 非難され た｡ パ リゾ - は こ の 発言を
当時酔 っ て い た こ とに帰しつ つ も ､ い くつ か の 文化共同体出身者の 95パ ー セ ントが反対
票を投じたの を単に強調しただけで 現実は変わらな い ､ と謝罪せず語 っ た ｡ しか し､ ケ
ベ ッ ク ･ ナ シ ョ ナリス ム を人種より地域に基づくもの と説明して きたケベ ッ ク党 へ 信頼は
大きく揺らい で しま っ た ｡ ブシ ヤ ー ル の前述した ｢白人の 子 ども+ 発言と パ リ,)L の こ の
発言で ､ ケ ベ ッ ク ｡ ナ シ ョ ナリス トの大 立者が性差別主義者 ･ 人種差別主義者で あるとい
う否定的印象が広く行き渡 っ た こ とは否めない ｡
ケ ベ ッ ク外の カナダで は多数派で あ るも の の ､ ケ ベ ッ ク内で は少数派で ある英語話者も
ケ ベ ッ ク独立には反対であるが､ たとえ仏語話者で あ っ てもオ ンクリオ州との境界に住む
人々は普段から境界を越える暮らしをしており､ 州民の行き来が盛んなの で ､ 独立の 際に
は生活や経済に大きな変化が引き起 こ されるの で8j:ない かと恐れて い た. 実際､ ウタウ ニ
では7 2パ ー セ ン トもの 人々が反対に票を投じて い る｡
こ の ようにケ ベ ッ クと境を接して い る人 々だけで なく､ それ以外の人々もケ ベ ッ ク ･
2 5 クリ - の レ フ ァ レンダム の質問臥 ｢ケベ ック ･ レ フ ァ レ ンダムで賛成票が勝 っ た場合､ ケ ベ ック政府が
ジ ェ ー ム ス ･ ペ イ ･ ク リ - と伝統的にクリ - の も の である土地を接収する こ とに同意しますか+ であり ､ イ
,
ヌ イ ツトの
質問臥 ｢ケ ベ ックが主権国家になるこ とに賛成 しますか+ で あり､ ケ ベ ック州政府の捷示した質問とは異なる ｡
2 6モ ン トリオ ー ル の 2 2万6干のイタリア系ケ ベ ック人たちは独立賛成だ っ た｡
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レ フ ア L, ンダム を機 に､ 自分 たちの州 の フ ラ ン ス 系共同体や フ ラ ン ス語のイ マ ー ジ ョ ン ｡
プ ロ グラ ム に注目 した. ア ル バ 一 夕州に も人 口の うち3 0パ ー セ ン トが フ ラ ンス 系で あ る
公認の フ ラ ン ス 系共同体があるが ､ そ こ に住む人々 はカナダに深い愛着を感じ､ ケ ベ ッ ク
がカナ ダに と どまる こ と を望んで い る27｡ ア ル バ 一 夕大学 の フ ラ ンス 系学生たちは フ ラ ン
ス 文化が い か に したら生 き残れるか討論をして い る2 8｡ ア ル バ 一 夕州の 州都 エ ドモ ン トン
で 比､ フ レ ン チ ･ イ マ ー ジ ョ ン ･ プ ロ グ ラ ム 馴卜(の もの で ケ ベ ッ クの情勢に関わりない と
して い るが､ ケ ベ ッ クがカナ ダから分離すれば フ ラ ン ス 語教育に公金を費やすこ とに反感
が生まれるだろうと予測が立 っ て い る29｡
ケ ベ ッ クが独立に賛成 した後 の カナ ダに つ い て は､ レ フ ァ レ ン ダム が行われるとわか っ
た当初から い ろ い ろ と予測され て きたが ､ 実際に ケ ベ ッ クで 世論が独立賛成に傾くに つ れ
て話鬼にな っ た ｡ 独立支持派姓ケ ベ ッ クは主権を有するが分離はしな い ようなイメ ー ジを
与 えるように し､ それ に対して ケ ベ ッ ク外の カナ ダは独立後のケ ベ ッ ク は 一 つ の 国であ り､
すべ て の 関係を - か らや り直す べ きだとい う意見が大勢を占めて い る. こ の ような認識の
差は ､ 連邦側が こ の レ フ ァ レ ン ダム をケ ベ ッ クの 分離 の是非を問う て い ると理解 したの対
して､ 瀧 立賛成派が本来 の レ フ ァ レ ン ダム の独立か否かという質問内容をカナダとケ ベ ッ
ク の現在の関係を変えるか変えな い か とい う印象に変えて人 々に伝えたゆえに生じた｡ こ
の 認識の差は前述 したように世論調査にも表れ､ い かに レフ ァ レ ン ダムの質問が多様 に解
釈されたかが窺える｡
ケ ベ ツ.ク政府の意向はカナダからの独立とカナダとの 政治的 ･ 経済的パ ー トナ ー シ ッ プ
の樹立で あ るo 英系カナダの意見も､ ケ ベ ッ ク独立後はケ ベ
.
ツ クとカナダ の 関係 (ケ ベ ッ
クの提案したもの か否かは別として) を早く樹立するこ とだとい う結論に落ちつ い て い る｡
一 方 ､ レ フ ァ レ ンダム が独立不支持に終わ っ た場合に 娃カナダ を変えて い く こ とを連邦首
相ジャ ン ･ ク レテ ィ ア ン は1 0月2 4日に公約して い る｡
レ フ ァ レ ン ダム ･ キ ヤ ン ぺ - ンで 双 方 の票獲得 に向けた行動は､ お互 い の 非難 の的に
な っ た o O u i と書い て ある看板の 0にカ ナダの 1 ドル貨幣を使 い ､ まるで ケ ベ ッ ク独立
後もカナダの通貨が使えるような表現を したり､ ケ ベ ッ ク外の カナダがケ ベ ッ クを抑圧 し､
蔑んで い るような内容の発言やテ レ ビ ･ コ マ ー シ ャ ル を公にした こ とは､ ケ ベ ッ ク外の カ
27A lbe rta fr anc opho n e s ap pealto Qu ebe c e rs･ (1 9 9 5, Septe mbe r27)I
Al be rta's o nly b ilingu altow n watche s a nd hope s･ (1 9 9 5, O ctobe r2 6).
2 8 Fut ur e of Fren ch o u tside Qu ebe c w o rries yo u ng･ (1 9 9 5, O ctobe r 2 3)･
2 9 Fr e n ch im m e rsion fallou tfe a r ed･ (1 9 9 5, Octobe r2 9)･
2 8
(P･A3)
(p･A5)
(P･A 1 8)
(p･A 3)
ナダに と っ て 全 くの虚偽で しかなか っ た｡ 政治集会がケ ベ ッ ク外 に住む人々 に よ っ て ケ
ベ ッ ク内で 行 われ るこ とや ､ ケ ベ ッ ク外の カナダ人 がケ ベ ッ ク内の大規模な政治集会に参
加するため に利用す る交通機関の賃金 の 大幅割引､ ケ ベ ッ ク へ の通 話が無料になるサ ー ビ
ス な ど披 ､ ケ ベ ッ ク にと っ て 内政干渉､ も しくは レフ ァ レ ン ダム を 円滑に行う こ と へ の 妨
害と考えられた｡ しか し､ ケ ベ ック外からきた独立反対派の集会がケ ベ ッ クの 人々の 心に
深く印象を与えた こ と披確かで あ る｡
ケ ベ ッ ク披さまざまな問題を抱えながら レフ ァ レン ダム を行 っ た o 過去 の ケ ベ ッ クと現
在の ケ ベ ッ クがあまりにも違 っ て い る こ とが ､ 一 連の 出来事の なかで 明らかにな っ た｡ レ
フ ァ レ ン ダム を行う動機､ 賛成派運動は､ 過去 の ケ ベ ッ ク に立脚 しており､ レ フ ァ レ ン ダ
ムの条件､ 反対派運動は､ 現在のケ ベ ッ ク に立脚 して い るo パ リゾ - はレ フ ァ レ ン ダム の
後の演説で､ 15年を待たずに レ フ ァ レ ンダ ム比成功す るだろうと述 べ て い る . しか し､
15年後､ さらにケ ベ ッ ク は過去から離れ ､ レ フ ァ レ ン ダム の 本来の動機は薄れて い くの
で はなかろうか｡
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付録
ご Il
質問内容 :
-†Ac c epteziVO u S可u ele QB6be cdevie n n e s o u ve r ain apr6s a v oir offe rtfo rm elle m e nta ucan ada u n n o u v e aup rte n ariat6co n o m lqu e
etpolitqu eda d sle c adr edupr ojetdelo主su rI,a venirdu Qu6be c etdel･e ntente sign6ele1 2juin 19 9 5 ? Ouio u n o n. ･r
‖Do yo u agr e ethat Quebe c sho uld be c om e s o v e r eign, afte rha ving m ade a fo rm aloffe rto Can ada fo r a n e wEc on omic and
politic al Pa rtn e rship, within the s c ope ofthe B illre spe cting the futur e ofQuebe c and ofthe agr e em e nt sign ed o nJu n e1 2,
1 9 9 5 ?”
投票者数 : 4､ 7 7 5､ 3 1 8 選挙権を持 つ他州に居住するケ ベ ッ ク人数 : 14､ 7 8 9
投票率 :有権者の 9 3. 4 8 パ ー セ ント
賛成票 : 4 9･ 4 パ - セ ント (2､ 3 0 8､ 2 6 6票)
反対票 : 5 0･ 6パ ー セ ント (2､ 3 6 0､ 7 1 4票) 賛成票と反対票の差 : 52 ､ 4 4 8票
無効票 : 8 6､ 3 3 8票 (全体の 1･ 8 2パ ー セ ント)
(1 99 2年シ ャ ー ロ ッ トタウン ル フ ァ レ ンダム : 2. 1 8パ ー セ ント)
全選挙区数 ‥ 1 2 5 (賛成区数 : 81 反対区数 : 4 4)
選挙区別 反対区の 多い 地方 1モ ントリオ ー ル地方 ､ モ ントリオ ー ル 5 1区申3 2区が反対
モ ントリオ ー ル ･ ウ エ ス ト地域 ､ 賛成 : 2 2パ ー セ ント 反対 : 7 8パ ー セ ント
ラヴァ ル地域 賛成 : 4 6･ 8 パ ー セ ント 反対 : 5 3. 2 パ ー セ ン ト
2イ ー ス タン ･ タウンシ ッ プ地方
賛成区 1サゲネ ･ ラ ック ･ サ ン ･ ジャ ン地方(賛成 : 7 0パ ー セ ン ト 反対 : 3 0パ ー セ ン ト)
叫 ム
質問内容 : ｢ケ ベ ック政府 鵬 族の 平等を基礎にカナダの そ の他 の地域 と新 しい 協定を取り決めるために提案を公にす
る｡ こ の協定はケベ ッ クが法の 制定 ､ 税 の 管理 ､ 外交関係の 樹立に独占権 ､ つ ま ほ 権がもてるように､ 同時にカナダ
との 間に流通貨幣を共同にする ことを含め た経済連合を維持できるようにする｡ これらの取り決めに由来する政治的地
位の い かなる変更も他の レ フ ァ レ ンダムで の東認なしにはなされない ｡ +
｢これらの 条件で ､ ケ ベ ッ クとカナダ間に提案された協定を取り決める権限をケベ ック政府に与えますか ｡ +
投票率 : 85 ･ 6 1パ ー セ ント 賛成票 : 4 0･ 4 4パ ー セ ン ト(1､ 4 8 5､ 8 5 1票)
反対票 : 5 9･ 5 6 パ ー セ ント(2､ 1 8 7､ 9 9 1票)
畳おL L 也 ⊥エ
両横 : 1 ､ 6 6 7､ 9 2 6平方キロメ ー トル (日本の約 5倍) 人口 : 730万人
母語 : フ ラ ン ス語 8 1･1パ ー セ ン ト 英語 8 . 7 パ ー セ ント
ー つ 以上 の母語 2 ･ 6パ ー セ ン ト そ の他 7. 5 パ ー セ ント
ベ ＼!
ス テイタス ･ イ ンデ ィア ン (5 4､ 2 8 3人) 非ステイタス ･ イ ンデ ィ ア ン (1 5､ 0 0 0人)
イヌイ ッ ト (7､ 5 4 1人)
ス テイタス ･ イ ンディ ア ンの民族数 : 1 1 全ス テイタス ･ イ ンディア ン (54､ 2 8 3人)
ア ペ ナキ (1､ 7 4 8人) ､ ア ル ゴ ンキン (7､ 1 1 4人) ､ アタイカメク (4､ 3 3 6人) ､
ク リ - (11､ 1 4 2人) ､ ナ スカ ピ (2 4 8人) ､ ヒ ュ ー ロ ン ･ ヴ ェ ンダ ッ ト(2､ 6 3 0人) ､
メ ー ル サイト(3 9 3人) ､ ミ ッ ク マ ッ ク (3､ 9 6 6人) ､ モホ ー ク (9 ､ 6 31人) ､
3 0
モ ン夕ネ (1 2､ 5 5 7人)
容 盤L.FS: 一ケ ベ , I)々 の 摩 由
西暦
19 6 0
1 9 7 6
19 8 1
1 98 7
1 9 9 2
1 9 9 4.
1 9 9 4.
1 9 9 4.
1 9 95 .
19 95 .
1 9 9 5.
1 9 9 5.
1 9 9 5.
1 9 9 5.
静かな革命が始まる ｡ 1 9 6 8ケ ベ ッ ク党が結党される ｡ 1 9 70 1 0月危機
ケ ベ ッ ク党が州政権を振る ｡ 1 9 8 0レ フ ァ レ ンダムで独立は拒否される ｡
憲法がケ ベ ッ ク党の東認を得ずに改正 される｡
ミ - テ レ - ク協定 1 9 90 ミ- チ レ ー ク協定が失効｡
シ ャ ー ロ ッ トタウン協定に基づくレフ ァ レ ンダム ｡ 反対派勝利｡
9 ･ 1 2 野党だ っ たケ ベ ッ ク党が1 0 カ月以 内に主権獲得の ため の レ フ ァ レンダムを行う
と公約した州選挙で勝ち､ 州政権の座につ く｡
1 2. 1
1 2. 2 0
2 . 2 8
4 . 2 4
6 . 1 2
8 . 3 0
9 . 7
0
. 11
1 9 9 5. 1 0.
1 9 9 5. 1 0. 1 7
1 9 95 . 1 0. 2 1
1 9 9 5. 1 0. 2 5
1 9 9 5. 1 0. 2 7
1 9 9 5. 1 0. 3 0
穿* 吐穴 . /r ^＋ ､り 一わ l /T
ケベ ッ ク連合党首のル シ ア ン ･ ブ シ ヤ ー ル が左足を切断した.
連邦首相ジャ ン ･ ク レテ ィ ア ンは ｢ケ ベ ッ クを失うという仮説的な質問に費やす
時間は - 秒たりともな い + と言 っ て ､ 分離問題を簡単に片づ けた｡
世論調査を墳重に検討して ､ ブ シ ヤ ー ル は完全な独立をめざすケ ベ ック首相
ジャ ッ ク ･ パ リゾ - の計画ではレ フ ァ レ ン ダムに勝てな い と見抜き､ カナダと の
連合の形式に つ い て是非を問う質問事項を提示した｡
ケ ベ ッ ク連合の 党首とケ ベ ック党の党首はかなりい ろい ろな評い の後､ プ シ ヤ ー
ル が勝 っ た ｡ ケ ベ ッ ク人はカナダの他の 地域との 経済的 ･ 政治的連合の ため の 権
限を与えるかどうかに つ い て投票するこ とになり､ もしそれが失敗 したら､ 即座
に独立するこ とにな っ た｡
プシ ヤ ー ル と パ リゾ - がその連立関係をケ ベ ッ ク の第三政党の民主行動党の 党首
マ リオ ･ デ ュ モ ンを貌得して ､ 三党連立とした｡
初めて調査で連邦側に危機が迫っ て い る こ とがわか っ た｡ C R O Pの 調査で4 5
パ ー セ ントの人が賛成に､ 4 1パ 丁 セントの人が反対に投票すると答えた｡
レ フ ァ レ ンダムの質問内容が発表きれる｡
キ ヤ ン ぺ - ン が公的に始まる ｡ 反対勢力が優勢 o 一 方､ プ シ ヤ ー ル は下院で全く
成功を収められず､ パリゾ - の 人気はさ っ ばりであ っ た｡
パ リゾ - はブシ ヤ ー ルを賛成側が勝 っ たときの カナダの他の 地域との取り決め杏
する州代表に任命 した｡
連邦側は ､ 独立はケ ベ ック の経済的破滅に つ ながると､ あまり効果はなか っ たも
の の ､ 注意を呼びかけ続けてきた｡ 大蔵大臣が1 0 0万人のケ ベ ッ ク人､ つ まり
労働力の 3 0パ ー セ ントが職を失うかもしれない と言い ､ 信用を失 っ た.
ケベ ッ ク の自由党の党首の ダ ニ エ ル ･ ジ ョ ン ソ ンがク レテ ィ ア ン に恵法改正を勧
めた｡ ク レテ ィ ア ンはそれは成功する見込みはない とレポ 一 夕 一 に語っ た｡ 投票
予想は 独立賛成派勝利に傾いて い た｡
ク レテ ィアンがテレ ビ演配で国家が危機に陥っ て い ると言 っ た｡
カナダ人の電撃的草の 根大キャ ン ペ ー ン は 一 般人に注意を向けたo モ ントリオ ー
ル で の集会には､ ケ ベ ック外から1 0万人以上の 人々が参加 した o
レ フ ァ レンダム当日
カナダにとどまるのに必要な条件の調査｡ (ソ ンダジ ェ ム - ル ･ ヴ オ ワ - ル ア ンケ - トによる1 9 9 5年1 1月2日
ゎら6日にかけて の調査) (数字は%)
必要 必要でない
31
必要 必要で ない
独特の 社会であるこ と の東認 : 7 8. 0 1 3
. 1 拒否権 : 7 3. 2 1 5. 3
権限の移行 : 8 5. 4 6. 7 税 の徴収 : 6 3. 2 2 2. 4
カ ナダにとどまるの に必要な条件 の レ フ ァ レ ンダムで賛成 した人 ･ 反対 した人別の調査○ ( Enqu6te S ON D A G E M-
Le D e v oirに よる1 99 5年1
独特の社会であるこ と の東認 :
権限の移行 :
¥ 虹 7 ･ ′r ^＋ ll
1 月2日か ら6日にかけての調査) (数字は% )
賛成投票者
8 5. 2
9 9. 7
反対投票者 賛成投票者
70. 8 拒否権 : 8 5. 8
7 7. 7 税 の徴収 : 8 2. 2
日 9_穴 口 1.丁 瓜 去 1 ノ Jプ † . ｢ 7
ヽ
ノ
反対投票者
8 1. 0
4 1. 2
r .. l J ～ ? I _ し赴L鉦 鼓 丑 のう違 い
賛成に投票 した人の 中で の割合 ケベ ッ ク外 の カナダ人
独立ケ ベ ックはオタワ に代表を送る こ とができる 25
カナ ダとの経済的連帯は保たれる 9 0
独立ケ ベ ッ クはカナダドルを使える 63. 3
独立ケ ベ ッ クはカナダ国籍を保持する 5 5
独立ケ ベ ッ クとの経済的 ･ 政治的連合に反対
カナダと独立ケ ベ ッ ク聞の労働力の 自由な移動はない
独立ケ ベ ックは外国として扱われる ベ きだ
反対票が勝てばも っ と効率的にケ ベ ッ ク と の交渉が進む
全州にも っ と権力を与え る ぺ きだ
豊艶且 ⊥ 叫 丘 ユ =
且血ム且月_五こ由比ヱ 皿狙査+
レ フ ァ レ ン ダム ー 週間前の キ ャ ン ペ ー ン で印象に残 っ たの は何ですかo
5 8
67
5 4
82
5 8
(数字は%)
大変 十分 あまり
2 2. 3 2 1. 3 2 3. 7
l l. 4 2 4. 5 2 8. 1
9 . 7 1 4. 6 2 6. 3
8 . 7 1 3. 9 2 7. 6
1 ( 1 ナi ヂヽノ . 二
全然
3 2. 8
3 6. 0
4 9. 4
4 9. 8
ムニュ 丘⊥_ ⊥盈芸引且弘⊥_
政府が最初に取り組む ぺ きこ とはなにか｡
カ ナダの他地域 の人
3 4
3 1
3 3
反対票の ための他州の カナダ人の集会
キャ ン ペ ー ン の 最新調査結果
連邦首相ジ
●
ヤ ン ･ ク レ テ ィ ア ン の テ レビ 演説
自由貿易に関するアメ リカ合衆国大統領の 声明
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質問 : レ フ ァ レンダム終 了後 ､ ケ ベ ックがカナダにと どまる こ とにな っ たが､
ケ ベ ック人
全州 一 致 による憲法の改正 : 5 2
ケ ベ ッ クに関係する行政的 ･ 政治的改正 ､ だが恵法改正 はしない : 3 4
以上の こ とはひとまずおい て他の こ とに取り組む ぺ き : 1 1
質問 : もし会議が催されるなら､ どんな憲法改正がよい か｡
ケ ベ ック人 力ナ ダの他地域の人
連邦から州 へ の権力移行 : 8 1 6 0
現在の ような連邦と州の 闇の 取り決めをの こすようなもの : 12 2 5
州権をも っ と連邦に移行 : 3 1 2
質問 : ケ ベ ック連合の ルシア ン ･ プ シ ヤ ー ル が､ 主権獲得の ための レ フ ァ レ ンダムで賛成票が勝 つ まではカナダと患法
改正 の取り決めをしたくない と言 っ てきたが､ ブ シ ヤ ー ル に賛成か｡
賛成 反対
ケベ ック 2 6 7 2
質問 :ケ ベ ックの 要求に応えるための以下の ような憲法改正 の賛 乳
質問1 : 言語 ･ 文化 ･ 制度 に基づいてケ ベ ックを独特の 社会と認める｡
3 2
賛成 反対
ケ ベ ッ ク人 8 5 1 2
カナダの他地域の 人 5 2 4 4
質問1 b: ケ ベ ッ クを独特の 社会と認め る の に反対の人 (ケ ベ ック内外問わず) に対して の 質臥 こ の こ とがケ ベ ッ ク
がカナダ憲法に署名するときの 障害にな っ て い たと しても反対しますかo
反対する 7 2
質問z : 人的資源､ 観光事業､ 山林管理 ､ 鉱業､
賛成
ケベ ッ ク人 8 8
カナダの他地域の人 4 6
反対 しない 2 1
住宅供給､ 都市業務の 権限をケ ベ ックに移行する｡
反対
1 0
5 0
質問2 も‥ ケ ベ ック へ の権限移行に反対の 人 (ケ ベ ッ ク内外問わず) に対して の 質 臥 全州に同じく権限を移行すると
しても反対しますか｡ 反対する 2 5
質問3 : ケ ベ ッ ク の権限に関わるなら､
ケ ベ ッ ク人
力ナダの 他地域の人
反対 しない 7 1
い かなる憲法改正に関してもケ ベ ックは拒否権を行使できるようにする｡
賛成 反対
7 5 1 8
1 5 7 9
質問3b :ケ ベ ッ ク に拒否権を与えるこ とに反対の 人(ケ ベ ック内外問わず) に対 して の 質 凱 もし拒否権が全州に与
えられる としても反対 しますか o 反対する 3 2 反対しない 6 6
e l
エ盟友云+
質問 :ケ ベ ックと交渉 しますか｡ ケベ ック ･ レ フ ァ レ ンダム の 結果が
賛成派勝利の 時 9 反対派勝利の時 8 2 どちらの ときも交渉しない 7 わからない 2
質問: ケ ベ ックで独立賛成票が勝 っ たとき以下の どの 経済連合がい い ですか｡
密接な経済連合 (い まの 関係と同じ, 共通の通貨 ､ 物資 ･ サ ー ビス ･ 労働力の 自由な移動を含む) 1 3
緩い経済連合 (自由貿易協定下での米国との関係の ようなもの) 31
特別 な経済連合はな い 54
質問 : カナダと独立ケ ベ ッ ク間で の以下の ような経済的 ･ 政治的調整を支持 しますか｡
共通の 通貨 2 0 労働力の 自由な移動 3 0
州間貿易の ような自由貿易 ･ 4 3 ケ ベ ック人のカナダのパ ス 那 - トの所持 2 4
ケ ベ ック人の 二 重国籍 1 8 ニ 言語主義 4 0
常軌 ケベ ック ･ レフアレンタム 髄 皮相憩 勝 ったら､ ケベ ック 卿 撒 〕場を組ナるベきで湘も 勘 沌 ぺき
6 1 殻ける べ きで ない
わからない
質問 :ケ ベ ッ クがカナダの 州になる ときに ､
賛成
条件に よる
質問 : レフ ァ レ ンダム の結果に関わらず､
カナダの現状に賛成
わからない
質問 : レ フ ァ レンダム の結果に関わらず､
賛成
わからない
3 8
1
あなたの 州がなにか援助するの に､
7 7 反対 1 5
6 わからない 2
38 州にも っ と権力を配分する ぺ き 56
6
現実に連邦より州に権力が移行するようだがそれに
6 8 反対 2 5
6
質問 : レ フ ァ レンダム の結果がどちらの時に交渉に臨みたい か｡
33
賛成 9
交渉は しな い 7
反対
わからない
質問 :今感 じてい るもの と してカナ ダの 未来は ､
現在 の危機を乗り越える 3 1 ケ ベ ッ クは カナダを離れる
あまり変わらない 5 4 わからない
質問 : ケベ ック ･ レ フ ァ レ ンダム の結果はどうな っ てほ しい か｡
賛成 ･ 独立 8 反対 ･ カ ナ ダにとどまる
8 2
2
1 0
4
8 9
あまり気に して い な い 2 わからない 1
独立反対派
ジャ ン ･ ク レテ ィ ア ン
ダニ ュ ル ･ ジ ョ ン ソ ン
独立賛成派
ル シ ア ン ･ アシ ヤ ー ル
ジ ャ ック ･ パ リゾ -
マ リオ ･ デ ュ モ ン
Je a n Chr6tie n 年齢6 1歳 ｡ 連邦首私 達邦自由党党 乱
D a niel John s o n 年齢50歳 ｡ ケ ベ ック自由党党首○ 前ケ ベ ッ ク州首相 ｡
ケ ベ ック ･ レ フ ァ レ ンダム反対派リ ー ダ ー ｡
Le cie n Bo u cha rd 年齢5 6歳 ｡ ケ ベ ック連合党首｡
上院で の野党のリ ー ダ ー ｡ 前保守党内閣閣胤
Ja cqロeS Pa riz e a u 年齢 6 5乱 ケ ベ ック州首札 ケベ ック党党首.
大蔵大臣の 経験がある｡
M a rio D u m on t 年齢2 5歳 ｡ ケ ベ ッ ク民主行動党の 創設者に して党 凱
ケ ベ ッ ク自由党の青年部の 前リ ー ダ ー o
戯 邑⊥ 且⊥+ 皿 且且且 鮎こ 叫 +
｢友よ､ われわれは破れた､ しかし大差でではな い ｡ ある意味では成功だ っ たのだ ｡ ケ ベ ッ クの フ ラン ス 開 音に つ い
て語る の は止そう ｡ われわれにつ い て語ろう｡ われわれの 8 0パ ー セ ントは賛成 に投票 したの だから｡ われわれはよく
戦い ､ われわれが求めて い るもの をどうにか明らかに示 したo われわれは僅差で破れたの だ○ 納 た 批 にをするのか ｡
そうだ､ あなたは袖をまくり上げてもう 一 度やり始める の だ｡ ( - I) われわれはもう少しで自分たちの国を持 っ と
ころだ っ たの だ｡ ( - ･･) それはほん の 少し延期されるだけだ､ 長い 間で はな い o われわれはもう1 5年待たない だ
ろう｡ ( - ･) われわれは つ い には自分たちの 国を手に入れるだろうo われわれが敗北 したの は本当だが､ い っ たい
根本的には何に敗北 したの か｡ 金と エ ス ニ ッ クの 票に敗北 したの だ｡ + ( (- ･ ) 舶 偶 者による中略)
3 4
